
令和４年度 在宅医療推進事業報告 

 

唐津市及び玄海町から業務委託を受け実施している在宅医療・介護連携推進事業は、平成３０

年度から５年を経過した。その成果は、医療・介護の研修会における多職種の参加者から、徐々

に意識と関心の拡がりを感じられるようになり、昨年同様に行政機関と連携しながら、地域包括

ケアシステム構築の推進に努めた。 

≪事 業 実 施 項 目≫ 

ア．地域の医療・介護の資源の把握 

  ① 在宅医療・介護連携支援センター「ぴあと」のホームページの公開・データの追加修正 

イ．在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

 ① 在宅医療・介護協議会の作業部会としてワーキンググループ委員会を設置し、１２回開催。

多職種連携研修会を企画検討 

ウ．切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進 

  ① 在宅医療と介護が一体的に提供される在宅医療ネットワーク構築のため、訪問看護ス 

    テーション(１１事業所)の管理者及び行政で構成する訪問看護部会を設置し、６回開催。 

エ．医療・介護関係者の情報共有の支援 

  ① 退院支援ルール打合せ会議を２回開催。ルールの更なる充実のため、居宅ケアマネ・協

力病院・有床診療所へアンケート調査を実施し、課題を抽出 

  ② 多職種連携ＩＣＴ情報共有システム（カナミックサービス）の普及、啓発活動の支援 

オ．在宅医療・介護連携に関する相談支援 

     在宅医療・介護連携支援センター「ぴあと」を運営。室長１名、コーディネータ１名（兼

務職）を配置 

カ．医療・介護関係者の研修 

① 多職種研修会  

・「精神科訪問看護～知って使って繋がって～」Ｒ４.６.２４ Ｗｅｂ開催（参加者８３名） 

・「栄養・口腔・薬～連携窓口は分かった！どう活用しているか聞いてみよう！！～」 

Ｒ４.９.９ Ｗｅｂ開催（参加者８３名） 

・「多職種で学ぶ訪問看護～終末期の在宅療養を支えてみよう検討会～」 

Ｒ４.１０.１４ Ｗｅｂ開催（参加者８４名） 

・「自立支援かいごカフェぴあと～福祉用具の活用」Ｒ５.２.９Ｗｅｂ開催(参加者６０名) 

・「ＶＲ認知症体験会」Ｒ５.３.２０ 場所：すこやかホール（参加者３１名） 

② 「ケアマネジャー試験対策講座」Ｒ４.８～９月 計７日間ハイブリッド開催 

受験者１８名（うち合格者５名）合格率約２７％（参考：県合格率約１４％） 

キ．地域住民への普及啓発 

① 「いきかたノート🄬」第３刷の発行。唐津ぴ～ぷる放送で活用事例紹介番組放送 

②  住民公開講座「ACP 人生会議って何ですか？あなたとあなたの大切な人のために」 

    講師：阿部智介理事 Ｒ５.３月 市・町行政放送にて放映 

ク．在宅医療・介護連携に関する関係市町の連携 

  ① 佐賀県在宅医療・介護連携サポート体制強化事業連絡会議「実務者会議」で意見交換 

  ② 在宅医療・介護連携支援センター運営委員会 Ｒ５.３.２７開催 


